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【部門区分】第７部門第１区分
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【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   4/14     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/20     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/62     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/73     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ    4/14     　　　Ｑ
   Ｈ０１Ｍ    4/20     　　　　
   Ｈ０１Ｍ    4/62     　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｍ    4/73     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成28年4月13日(2016.4.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  カーボン粒子を含有する活物質と、複数のマス目が形成された格子部を有し前記活物質
を保持する格子体と、を備えた鉛蓄電池用の負極板であって、
  下記式（１）により求められる前記カーボン粒子のカーボン導電性を、下記式（２）に
より求められる前記格子体のメッシュ面積で除した値（カーボン導電性／メッシュ面積）
が、１．０×１０17Ω―1・ｍ-4・質量％以上であることを特徴とする鉛蓄電池用負極板
。
  カーボン導電性（×１０13Ω―1・ｍ-2・質量％）＝化成後の活物質における含有率（
質量％）／[粉体抵抗率（×１０-4Ω・ｍ）×平均粒子径（×１０-9ｍ）]・・・式（１）
  メッシュ面積（×１０-4ｍ2）＝格子部の幅（×１０-2ｍ）×格子部の高さ（×１０-2

ｍ）／マス目の数・・・式（２）
【請求項２】
  化成後の前記活物質の密度が３．６ｇ／ｃｍ3以上である請求項１記載の鉛蓄電池用負
極板。
【請求項３】
  請求項１又は２記載の負極板を有することを特徴とする液式鉛蓄電池。
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